
地
域
力
で
土
曜
授
業
開
催
！

　

10
月
13
日（
土
）、
大
崎
中
学

校
に
お
い
て
土
曜
授
業
を
活
用
し

た
、『
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

土
曜
授
業
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
生
徒
が

社
会
生
活
に
必
要
な
考
え
方
、
人

間
関
係
づ
く
り
等
を
学
ぶ
場
を
設

定
す
る
こ
と
で
、
学
校
の
教
科
で

は
学
べ
な
い
知
識
や
技
能
を
学
ぶ

と
と
も
に
、
将
来
の
人
生
設
計
を

考
え
る
契
機
と
な
る
よ
う
、
お
こ

な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

全
校
生
徒
が
、
環
境
や
観
光
、

食
品
加
工
、
な
ど
14
講
座
に
分
か

れ
て
学
び
、地
域
の
魅
力
に
触
れ
、

ま
た
地
域
の
方
々
も
多
数
参
加

し
、
講
師
の
お
手
伝
い
や
生
徒
の

サ
ポ
ー
ト
を
率
先
し
て
お
こ
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

講
座
で
は
、
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

に
よ
る
町
内
へ
観
光
客
を
呼
び
込

む
た
め
の
ツ
ア
ー
プ
ラ
ン
作
り
の

指
導
で
あ
っ
た
り
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
教
室

で
は
、
手
作
り
ベ
ン
チ
を
作
成
し
、

ま
た
、
菜
種
油
を
搾
る
体
験
な
ど
、

様
々
な
講
座
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
講
し
た
生
徒
た
ち
は
、
普
段

と
違
う『
土
曜
授
業
』
に
感
動
し
た

様
子
で
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

講座名 講師等

１ パッケージシール作り 冨士屋製菓

２ 環境学習と国際貢献 そおリサイクル
センター

３ 障がい者事故予防計画を
作ろう 愛生会

４ 介護支援体験 ルーピンの里

５ 手話講座 社会教育課長

６ 写真講座
～カレンダー作成～ 社会教育課主任

７ ハローキッズ・マネー
スクール

鹿児島相互信用
金庫

８ 大崎町へ観光客を呼び込む
ツアープラン作り 株式会社ＪＴＢ

９ 新聞の読み方・作り方講座 南日本新聞

10 食品開発は科学の力で
進化する 森 好子 氏

11 再生可能な料理教室 大脇 裕美 氏

12 ＤＩＹ教室 久德建設

13 無線でＬＥＤを点灯させよう 南竹 力 氏

14 体幹トレーニング体験 竹田 寛晃 氏

【開講した講座一覧】

　今年で３年目を迎えた大崎中ＣＳですが、立ち上
げた当初は何をすればいいのかわからず、組織づく
りからのスタートでした。日頃から地域に関わって
いる分館長さんが委員に入っていただいたことで、
議論が深まり、活動できていると思っています。
　私は、学校行事と地域行事、この２つは互いに
関わりあっていると考えています。学校行事に地域
の方々がサポーターとして協力し、地域の行事には
子どもたちが参加することで、学校と地域が一体と
なって活発になっていくということです。つまり、Ｃ
Ｓ活動は、学校づくりをとおした地域づくりだと考
えています。ＣＳ活動は始まったばかりです。子ど
もは地域の宝。地域で守り育てる。そんな地域づ
くりができればと思っています。

　僕は、竹田先生の『体幹トレーニング体験』講座を
受講し、体幹を鍛える方法を教えていただきました。
　地域の方々に講師や講座のサポートをしていただ
き、とても感謝しています。今回の土曜授業をきっ
かけに、地域の方々と一緒に大崎中を良くしていき
たいと思います。

　今回私は、『大崎町へ観光客を呼び込むツアープ
ラン作り』の講師を担当させていただきました。生
徒さんの印象は真面目で純粋な生徒という印象で
した。講座をとおして、当たり前に感じていること
が、町の魅力となるということを学べたと思います。
　生徒さんには、もっと自分の町を知ってもらい、
より良い町になるよう盛り上げていってほしいです。

INTERVIEW

学校づくりは、地域づくり

総合介護施設 ルーピンの里理事長・施設長 
旧大崎中・尚志館高校のPTA会長を務める。
船迫在住。趣味は犬の散歩。

水泳部部長。趣味は釣り。
得意な教科は社会。歴史が大好き。
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